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令
和
元
年
度
一
般
会
計
決
算
の

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
。

○
主
な
内
容

　

歳
入
決
算
額
は
、
７
３
４
億
５

４
０
０
万
円
、
歳
出
決
算
額
は
、

６
９
８
億
４
０
５
万
円
と
な
り
、

翌
年
度
へ
の
繰
越
財
源
９
億
１
０

９
２
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収

支
額
は
、
27
億
３
９
０
３
万
円
と

な
り
ま
す
。

○
歳
入
の
主
な
も
の

　

市
税
は
、
２
８
６
億
９
８
７
８

万
円
（
一
般
会
計
の
39
・
１
％
）

で
、
前
年
度
比
２
億
７
０
０
５
万

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
企
業
収
益
の
悪
化
に
よ
り
、

法
人
市
民
税
が
減
と
な
っ
た
が
、

家
屋
に
お
け
る
新
増
築
の
増
加
に

伴
い
、
固
定
資
産
税
が
増
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

　

次
に
、
地
方
交
付
税
は
、
92
億

２
０
０
６
万
円
（
一
般
会
計
の

12
・
６
％
）
で
、
前
年
度
比
８
億

３
２
６
７
万
円
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
基
準
財
政
収
入

額
よ
り
、
基
準
財
政
需
要
額
の
増

が
上
回
っ
た
こ
と
か
ら
交
付
額
が

増
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

次
に
、
国
か
ら
の
補
助
金
な
ど

で
あ
る
国
庫
支
出
金
は
、
１
２
５

億
９
０
１
万
円
（
一
般
会
計
の
17

・
０
％
）
で
、
前
年
度
比
５
億
４

７
６
７
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
二
酸
化
炭
素
排
出

抑
制
対
策
事
業
費
交
付
金
の
皆
減

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

次
に
、
市
債
は
、
47
億
２
０
３

８
万
円
（
一
般
会
計
の
６
・
４
％
）

で
、
前
年
度
比
13
億
９
３
６
万
円

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
債
の
皆

減
や
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
減
な

ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

○
歳
出
の
主
な
も
の

　

歳
出
に
占
め
る
割
合
の
大
き
い

民
生
費
は
、
３
２
７
億
４
２
万
円

（
一
般
会
計
の
46
・
９
％
）
で
、

令

和

元

年

度

一
般
会
計
決
算
を
認
定

前
年
度
比
14
億
８
２
０
２
万
円
の

増
で
、
施
設
型
・
地
域
型
保
育
給

付
事
業
や
介
護
給
付
費
・
訓
練
等

給
付
費
給
付
事
業
の
増
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

次
に
、
総
務
費
は
、
78
億
６
７

５
６
万
円
（
一
般
会
計
の
11
・
３

％
）
で
、
前
年
度
比
７
億
３
３
４

０
万
円
の
増
で
、
本
庁
舎
整
備
事

業
や
庄
和
総
合
支
所
運
営
事
務
の

増
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
公
債
費
は
、
71
億

４
９
８
７
万
円
（
一
般
会
計
の
10

・
２
％
）
で
、
前
年
度
比
２
億
６

１
０
５
万
円
の
増
。
土
木
費
は
、

63
億
５
４
１
３
万
円
（
一
般
会
計

の
９
・
１
％
）
で
、
前
年
度
比
３

億
６
６
６
１
万
円
の
減
。
衛
生
費

は
、
62
億
１
９
４
１
万
円
（
一
般

会
計
の
８
・
９
％
）
で
、
前
年
度

比
23
億
５
１
９
９
万
円
の
減
。
教

育
費
は
、58
億
４
４
２
６
万
円（
一

般
会
計
の
８
・
４
％
）
で
、
前
年

度
比
２
億
３
６
２
３
万
円
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
【
賛
成
多
数
で
認
定
】

令
和
元
年
度
一
般
会
計
決
算
を
認
定

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の

急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

を
全
会
一
致
で
可
決

令和元年度　会計別決算
歳入総額　1,445億4,136万円 歳出総額　1,420億5,764万円

市　税
19.9％

市　債　
　3.3％

国庫支出金
8.7％

地方交付税
6.4％

県支出金
3.5％

地方消費税交付金
2.5％その他

4.7％

一般会計
50.9％

繰越金
2.0％

特別会計
32.3％

企業会計
16.8％

後期高齢者
医療
2.1%

介護保険
13.0%

国民健康保険
16.9%

民生費
23.0％

公債費
5.0％

衛生費
4.4％

土木費
4.5％

教育費
4.1％

総務費
5.5％

その他
1.0％

消防費
1.5％

国民健康保険
16.9％

介護保険
12.6%

水道事業
4.2%

病院事業
8.5%

看護専門学校
0.1%

西金野井第二
土地区画
整理事業
0.2%

後期高齢者
医療
2.1%

下水道事業
6.2%

一般会計
49.1％

特別会計
32.0％

企業会計
18.9％

看護専門学校
0.1%

西金野井第二
土地区画
整理事業
　0.2%

水道事業
3.6%

病院事業
8.1%

下水道事業
5.2%

※計数については、それぞれ四捨五入をしているため、合計において一致しないものがあります。
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討
　
論

子
育
て
も
老
後
も
安
心
な
市
政
の
実
現
を

目
指
す
施
策
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
反
対
（
日
本
共
産
党
）

　

市
の
財
政
は
、
実
質
的
な
借
金

は
少
な
く
貯
金
は
多
く
あ
り
ま
す
。

他
市
と
比
べ
て
遅
れ
て
い
る
施
策

の
前
進
を
図
り
、
市
民
負
担
を
軽

減
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
こ
と
も
で
き
る
財
政
状
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

決
算
審
査
を
通
し
て
、
令
和
元

年
度
に
お
け
る
市
の
取
り
組
み
や
、

今
後
の
市
政
運
営
に
生
か
す
べ
き

課
題
は
何
か
、
以
下
４
点
に
絞
っ

て
指
摘
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
第
１
に
重
要
な
こ
と
は
、

正
規
職
員
を
増
や
す
こ
と
が
必
要

で
す
。
都
市
基
盤
の
再
整
備
を
し
、

文
化
・
教
育
水
準
を
高
め
る
た
め

に
は
、
必
要
な
職
員
を
し
っ
か
り

と
増
や
し
、
市
民
の
た
め
に
力
を

発
揮
で
き
る
職
員
を
育
成
し
て
い

く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

第
２
に
重
要
な
こ
と
は
、
子
育

て
支
援
と
高
齢
者
、
障
が
い
者
に

対
す
る
施
策
の
充
実
で
す
。

　

保
育
所
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

福
祉
分
野
に
お
い
て
、
経
費
削
減

を
理
由
に
利
潤
を
第
一
の
目
的
と

す
る
株
式
会
社
を
指
定
管
理
者
と

す
る
こ
と
は
、
極
め
て
問
題
で
す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
助
成
は
、
県
内

で
は
18
歳
ま
で
入
院
、
通
院
と
も

無
料
と
し
て
い
る
自
治
体
が
21
市

町
村
に
上
っ
て
い
ま
す
。
入
院
だ

け
で
な
く
通
院
に
も
助
成
を
拡
大

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

障
が
い
者
や
高
齢
者
に
対
す
る

施
策
が
後
退
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
高
齢
者
や
障
が
い
者
に

温
か
い
施
策
を
進
め
る
こ
と
が
、

誰
も
が
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た

い
ま
ち
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

第
３
に
重
要
な
こ
と
は
、
安
全

安
心
で
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
で

す
。
武
里
分
署
の
建
て
替
え
の
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
豊

野
、
浜
川
戸
分
署
の
耐
震
化
も
進

め
る
べ
き
で
す
。
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
河
川
改
修
、
貯
留
施

設
の
建
設
な
ど
、
治
水
対
策
事
業

の
さ
ら
な
る
強
化
が
重
要
で
す
。

　

多
く
の
市
民
が
求
め
て
い
る
の

は
、
公
共
交
通
の
拡
充
で
す
。
地

域
住
民
の
声
を
十
分
聞
い
て
、
春

バ
ス
の
運
行
を
改
善
し
、
タ
ク
シ

ー
料
金
を
補
助
す
る
こ
と
で
高
齢

者
、
障
が
い
者
な
ど
困
っ
て
い
る

市
民
が
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通

に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

今
、
春
日
部
駅
付
近
連
続
立
体

交
差
事
業
を
は
じ
め
、
本
庁
舎
移

転
建
て
替
え
な
ど
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
の
骨
格
と
な
る
都
市
基
盤
の

再
整
備
が
進
め
ら
れ
、
多
く
の
市

民
が
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
事
業
は
、
着
実
に
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
予
算
が

極
め
て
少
な
い
農
林
水
産
業
も
商

工
業
も
職
員
を
増
や
し
て
、
深
刻

な
後
継
者
対
策
に
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

環
境
セ
ン
タ
ー
の
計
画
的
な
整

備
、
電
力
売
払
収
入
の
大
幅
増
額
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
応
援
補
助
金
な
ど
の

取
り
組
み
は
評
価
し
ま
す
が
、
抜

本
的
で
具
体
的
な
取
り
組
み
を
積

極
的
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

地
域
経
済
の
活
性
化
の
起
爆
剤

と
な
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
の
実
施
は
、
一
つ
の
重
要
な
施

策
で
、
す
ぐ
に
実
施
す
べ
き
で
す
。

　

第
４
に
重
要
な
こ
と
は
、
教
育

や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
を
重
視
す
る

こ
と
で
す
。
不
登
校
や
い
じ
め
の

認
知
件
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ

と
は
深
刻
な
問
題
で
す
。
子
供
一

人
一
人
と
向
き
合
い
、
丁
寧
な
指

導
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

少
人
数
学
級
の
実
現
、
教
職
員
の

増
員
は
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。

　

子
供
の
貧
困
化
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
児
童
生
徒
数
が
減
少

し
て
い
る
今
こ
そ
、
就
学
援
助
は

生
活
保
護
基
準
の
１
・
５
倍
ま
で

戻
し
、
全
国
に
広
が
り
つ
つ
あ
る

学
校
給
食
の
無
償
化
を
実
現
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

市
民
１
人
当
た
り
の
図
書
貸
出

数
は
県
内
で
も
大
変
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。
市
民
の
知
る
権
利
を
保

障
し
、
文
化
の
拠
点
と
も
い
う
べ

き
図
書
館
を
専
門
性
、
継
続
性
、

安
定
性
の
な
い
指
定
管
理
者
制
度

に
し
た
こ
と
は
問
題
で
す
。
や
め

る
べ
き
で
す
。
直
営
に
戻
す
こ
と

を
強
く
要
求
し
ま
す
。

　

ま
た
、
公
民
館
は
、
有
料
化
に

よ
り
利
用
者
が
減
少
し
た
ま
ま
で

す
。
高
齢
者
、
障
が
い
者
も
安
心

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
と

と
も
に
、
多
く
の
市
民
が
気
楽
に

利
用
で
き
る
よ
う
無
料
に
戻
す
こ

と
を
求
め
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
の
本
務
は
住
民
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
で
す
。

地
方
自
治
体
の
一
番
の
存
在
意
義

は
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
生
活
を

支
え
、
豊
か
に
す
る
こ
と
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
協
力
し

て
、
コ
ロ
ナ
危
機
を
乗
り
越
え
、

子
育
て
も
老
後
も
安
心
な
市
政
の

実
現
を
目
指
す
施
策
を
積
極
的
に

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

以
上
を
指
摘
し
て
反
対
し
ま
す
。

ま
ち
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て

未
来
に
つ
な
が
る
事
業
の
推
進
を

評

価

し

賛

成
（

新

政

の

会

）

　

初
め
に
、
第
２
次
春
日
部
市
総

合
振
興
計
画
の
２
年
目
に
あ
た
る

令
和
元
年
度
は
、
ま
ち
の
将
来
像

の
実
現
に
向
け
て
、
各
分
野
に
お

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
積

極
的
に
行
い
、
将
来
の
本
市
を
見

据
え
た
多
く
の
事
業
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
春
日
部
駅
付
近
連

続
立
体
交
差
事
業
の
事
業
認
可
や
、

複
合
型
子
育
て
支
援
施
設
の
建
設

工
事
に
着
手
さ
れ
る
な
ど
、
本
市

の
未
来
に
つ
な
が
る
事
業
の
推
進

が
目
に
見
え
る
形
で
図
ら
れ
た
も

の
と
、
高
く
評
価
し
ま
す
。　
　

　

歳
入
で
は
、
そ
の
根
幹
と
な
る

市
税
に
お
い
て
、
企
業
収
益
の
悪

化
に
よ
る
法
人
市
民
税
の
減
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
が
、
家
屋
の
新
築

や
増
築
件
数
の
増
加
に
伴
う
固
定

資
産
税
の
増
な
ど
に
よ
り
、
市
税

全
体
で
は
前
年
度
と
比
べ
て
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
に
対
応
す
る
た
め
、
地
方
特

例
交
付
金
が
増
額
と
な
り
、
市
債

に
つ
い
て
も
交
付
税
措
置
の
あ
る

合
併
特
例
債
の
活
用
な
ど
、
後
年

度
の
財
政
負
担
を
考
慮
し
た
有
利

な
借
り
入
れ
を
行
っ
て
お
り
、
評

価
で
き
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
全
体
で
は
、
前
年
度
比
で

増
額
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
依

存
財
源
の
占
め
る
割
合
が
依
然
と

し
て
高
く
、
楽
観
で
き
な
い
財
政

状
況
に
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

財
政
の
健
全
性
を
損
な
う
こ
と
の
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
世
界
的
に
蔓
延
し
、
我
が
国
は
、

戦
後
最
大
の
経
済
危
機
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
地
域
経
済
に
も
大
き

な
影
響
が
及
び
、
本
年
度
は
も
と

よ
り
来
年
度
に
お
い
て
も
、
地
方

税
・
地
方
交
付
税
な
ど
一
般
財
源

の
激
減
が
避
け
難
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

地
方
自
治
体
で
は
、
医
療
介
護
、

子
育
て
、
地
域
の
防
災
・
減
災
、

雇
用
の
確
保
な
ど
喫
緊
の
財
政
需

要
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、
長
期
化

す
る
感
染
症
対
策
に
も
迫
ら
れ
、

地
方
財
政
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

厳
し
い
状
況
に
陥
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
令

和
３
年
度
地
方
財
政
対
策
及
び
地

方
税
制
改
正
に
向
け
、
下
記
事
項

を
確
実
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
強

く
要
望
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

記

１　

地
方
の
安
定
的
な
財
政
運
営

に
必
要
な
地
方
税
、
地
方
交
付
税

な
ど
の
一
般
財
源
総
額
を
確
保
す

る
こ
と
。
そ
の
際
、
臨
時
財
政
対

策
債
が
累
積
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
発
行
額
の
縮
減
に
努
め
る
と

と
も
に
、
償
還
財
源
を
確
保
す
る

こ
と
。

２　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
財
源
保
障
機
能
と
財
源

調
整
機
能
の
両
機
能
が
適
切
に
発

揮
で
き
る
よ
う
総
額
を
確
保
す
る

こ
と
。

３　

令
和
２
年
度
の
地
方
税
収
が

大
幅
に
減
収
と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
思
い
切
っ
た

減
収
補
填
措
置
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
減
収
補
填
債
の
対
象
と
な
る

税
目
に
つ
い
て
も
、
地
方
消
費
税

を
含
め
弾
力
的
に
対
応
す
る
こ
と
。

４　

税
源
の
偏
在
性
が
小
さ
く
、

税
収
が
安
定
的
な
地
方
税
体
系
の

構
築
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
税

・
地
方
税
の
政
策
税
制
に
つ
い
て

は
、
積
極
的
な
整
理
合
理
化
を
図

り
、
新
設
・
拡
充
・
継
続
に
当
た
っ

て
は
、
有
効
性
・
緊
急
性
を
厳
格

に
判
断
す
る
こ
と
。

５　

と
り
わ
け
、
固
定
資
産
税
は
、

市
町
村
の
極
め
て
重
要
な
基
幹
税

で
あ
り
、
制
度
の
根
幹
に
影
響
す

る
見
直
し
は
、
土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
を
問
わ
ず
、
断
じ
て
行
わ

な
い
こ
と
。
先
の
緊
急
経
済
対
策

と
し
て
講
じ
た
特
例
措
置
は
、
臨

時
・
異
例
の
措
置
と
し
て
、
や
む

を
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
本

来
国
庫
補
助
金
な
ど
に
よ
り
対
応

す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

今
回
限
り
の
措
置
と
し
、
期
限
の

到
来
を
も
っ
て
確
実
に
終
了
す
る

こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の

規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

令
和
２
年
９
月
18
日

　
　
　
　
　
　
　

春
日
部
市
議
会

衆　

議　

院　

議　

長　

様

参　

議　

院　

議　

長　

様

内
閣
総
理
大
臣　

様

内
閣
官
房
長
官　

様

総　

務　

大　

臣　

様

財　

務　

大　

臣　

様

経
済
産
業
大
臣　

様

経
済
再
生
担
当
大
臣　

様

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
担
当
大
臣　

様

　
　
　
【
全
会
一
致
で
原
案
可
決
】

な
い
よ
う
、
将
来
を
見
据
え
た
持

続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い

た
だ
く
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

次
に
歳
出
で
す
が
、
総
務
費
で

は
、
本
庁
舎
の
移
転
建
て
替
え
に

向
け
、
新
本
庁
舎
の
実
施
設
計
と

建
設
予
定
地
で
あ
る
旧
市
立
病
院

の
解
体
工
事
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
に
強
く
、
誰
も
が
利
用
し
や

す
い
機
能
的
な
庁
舎
の
完
成
に
向

け
て
、
引
き
続
き
整
備
を
推
進
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

民
生
費
で
は
、
幼
児
教
育
・
保

育
の
無
償
化
制
度
の
開
始
を
は
じ

め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
よ

り
、
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
負
担

軽
減
と
支
援
の
充
実
が
一
層
図
ら

れ
る
と
と
も
に
、
令
和
３
年
４
月

開
所
予
定
の
複
合
型
子
育
て
支
援

施
設
の
建
設
整
備
に
つ
い
て
も
、

順
調
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
待
機
児
童
の
解
消
や
障
が
い

の
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
療
育
支

援
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
が
、

着
実
に
進
ん
で
い
る
も
の
と
評
価

し
ま
す
。

　

衛
生
費
で
は
、
旧
し
尿
処
理
施

設
の
解
体
撤
去
工
事
が
開
始
し
た

と
の
こ
と
で
す
が
、
施
工
に
つ
い

て
は
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
に
細

心
の
注
意
を
払
い
、
ま
た
、
財
源

に
つ
い
て
は
、
有
利
な
起
債
を
活

用
す
る
な
ど
、
適
正
な
も
の
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

土
木
費
で
は
、
都
市
基
盤
整
備

に
お
い
て
、
昨
年
12
月
に
春
日
部

駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事
業
の
事

業
認
可
が
告
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、

中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
審
議
会

を
組
織
し
、
市
民
意
見
を
反
映
し

た
中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
計
画

の
策
定
に
取
り
組
む
な
ど
、
春
日

部
市
が
県
、
東
武
鉄
道
、
市
民
な

ど
と
強
力
に
連
携
し
、
ま
ち
の
魅

力
向
上
に
鋭
意
取
り
組
ん
だ
成
果

で
あ
る
と
評
価
し
ま
す
。

　

教
育
費
で
は
、
学
校
再
編
に
よ

り
新
た
に
設
置
さ
れ
た
春
日
部
南

中
学
校
及
び
県
内
初
の
義
務
教
育

学
校
で
あ
る
江
戸
川
小
中
学
校
が
、

地
域
の
皆
さ
ま
と
共
に
考
え
、
共

に
進
め
ら
れ
、
平
成
31
年
４
月
の

開
校
に
至
っ
た
こ
と
は
、
大
変
喜

ば
し
い
こ
と
で
す
。

　

景
気
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
で
す
が
、
今
後
、
春
日
部
駅

付
近
連
続
立
体
交
差
事
業
や
本
庁

舎
移
転
建
て
替
え
な
ど
多
く
の
大

規
模
事
業
を
着
実
に
推
進
し
て
い

く
た
め
に
は
、
し
っ
か
り
と
財
源

を
確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
特
に
基
金
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収

束
が
見
通
せ
な
い
中
、
市
民
生
活

や
経
済
活
動
へ
の
影
響
が
長
期
間

に
わ
た
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
近
年
、
災
害
な
ど

不
測
の
事
態
が
頻
発
し
て
い
る
こ

と
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
不
時
の

支
出
に
対
す
る
備
え
と
し
て
、
一

定
規
模
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

拡
充
し
て
い
く
こ
と
は
、
必
要
な

こ
と
と
考
え
ま
す
が
、
持
続
可
能

な
財
政
運
営
の
観
点
か
ら
、
確
か

な
財
源
の
裏
付
け
も
無
く
対
応
す

る
と
い
う
安
易
な
考
え
方
は
、
到

底
認
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
今

後
に
お
い
て
も
、
限
ら
れ
た
財
源

を
有
効
か
つ
効
率
的
に
活
用
し
、

よ
り
一
層
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
、

賛
成
し
ま
す
。

議
員
提
出
議
案

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
伴
う
地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対

し
地
方
税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書
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市長提出議案 （○：賛成　╳：反対）

議案番号
　　議　　案　　名　　　 

　 （　）は付託委員会名
審議結果

新

政

の

会

前
進
か
す
か
べ
。

 

未

来

の

会

公

明

党

日
本
共
産
党

Ｎ

Ｈ

Ｋ

か

ら

国
民
を
守
る
党

無

所

属

議案第 65 号 会計年度任用職員の任用及び給与その他の勤務条件に関する
条例の一部改正 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 66 号 保育の必要性の認定に関する条例の一部改正 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 67 号 指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を
定める条例の一部改正 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 68 号 地域公共交通活性化協議会条例の一部改正 （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 69 号 自転車駐車場条例の一部改正 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 70 号 財産の取得（市立小学校・中学校・義務教育学校GIGAスクー
ル構想における学習用端末及び大型提示装置購入） （教育環境）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 71 号 指定管理者の指定（市立ふじ学園及び市立八木崎保育所） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○

議案第 72 号 令和元年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分 （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 73 号 令和元年度下水道事業会計未処分利益剰余金の処分 （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 74 号 令和元年度一般会計決算認定 （各委員会）認　　定 ○ ○ ○ × ○ ○

議案第 75 号 令和元年度国民健康保険特別会計決算認定 （厚生福祉）認　　定 ○ ○ ○ × ○ ○

議案第 76 号 令和元年度後期高齢者医療特別会計決算認定 （厚生福祉）認　　定 ○ ○ ○ × ○ ○

議案第 77 号 令和元年度介護保険特別会計決算認定 （厚生福祉）認　　定 ○ ○ ○ × ○ ○

議案第 78 号 令和元年度都市計画事業西金野井第二土地区画整理事業特別
会計決算認定 （建　　設）認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 79 号 令和元年度市立看護専門学校特別会計決算認定 （厚生福祉）認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 80 号 令和元年度水道事業会計決算認定 （建　　設）認　　定 ○ ○ ○ × ○ ○

議案第 81 号 令和元年度病院事業会計決算認定 （厚生福祉）認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 82 号 令和元年度下水道事業会計決算認定 （建　　設）認　　定 ○ ○ ○ × ○ ○

議案第 83 号 令和２年度一般会計補正予算（第６号） （各委員会）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 84 号 令和２年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 85 号 令和２年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 86 号 令和２年度介護保険特別会計補正予算（第２号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 87 号 令和２年度都市計画事業西金野井第二土地区画整理事業特別
会計補正予算（第１号） （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 88 号 令和２年度市立看護専門学校特別会計補正予算（第１号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 89 号 令和２年度水道事業会計補正予算（第２号） （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 90 号 令和２年度病院事業会計補正予算（第１号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

請　願 （○：賛成　╳：反対）

請願番号
　　請　　願　　名　　　 

　 （　）は付託委員会名
審議結果

新

政

の

会

前
進
か
す
か
べ
。

 

未

来

の

会

公

明

党

日
本
共
産
党

Ｎ

Ｈ

Ｋ

か

ら

国
民
を
守
る
党

無

所

属

請願第 2 号 子ども一人ひとりを大切にする、感染症にも強い少人数学級
を求める請願 （教育環境）不 採 択 × × × ○ × ×

請願第 3 号 春日部市におけるパートナーシップの認証制度および性的少
数者に関する諸問題への取り組みに関する請願 （総　　務）採　　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○1

×1

請願第 4 号 「消費税をゼロにする意見書」の提出を求める請願 （総　　務）不 採 択 × × × ○ ○ ×

議員提出議案 （○：賛成　╳：反対）

議案番号
　　議　　案　　名　　　 

　 （　）は付託委員会名
審議結果

新

政

の

会

前
進
か
す
か
べ
。

 

未

来

の

会

公

明

党

日
本
共
産
党

Ｎ

Ｈ

Ｋ

か

ら

国
民
を
守
る
党

無

所

属

議第 9 号議案 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪
化に対し地方税財源の確保を求める意見書 （付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 10 号議案 防災・減災、国土強靭化対策の継続・拡充を求める意見書 （付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 11 号議案 地方自治体のデジタル化の着実な推進を求める意見書 （付託省略）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○

議第 12 号議案 核兵器禁止条約に批准することを求める意見書 （付託省略）原案可決 × ○ ○ ○ ○ ○1
×1

議第 13 号議案 新型コロナウイルス感染急拡大を抑止することを求める意見書（付託省略）原案可決 ○ × ○ ○ × ○1
×1

 ９ 月 定 例 会 　 審 議 結 果


